
令和８年度茨城県立高等学校（全日制・定時制）入学者選抜実施要項 
 

令和８年度茨城県立高等学校全日制課程及び定時制課程の入学者選抜は、この要項の定める

ところにより行う。 

 

１ 基本方針 

茨城県立高等学校の入学者選抜は、各高等学校の課程及び学科の特色に配慮しつつ、その

教育を受けるに足る能力・適性等を判定して行うものとし、募集定員の許す限り入学を許可

するものとする。 

 

２ 応募資格 

(1) 中学校若しくはこれに準ずる学校若しくは義務教育学校を卒業した者又は令和８年３月

卒業見込みの者 

(2) 中等教育学校の前期課程を修了した者又は令和８年３月修了見込みの者 

(3) 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第95条各号のいずれかに該当する者又

は令和８年３月該当見込みの者 

 

３  募集の課程、学科及び定員 

    別に定める。 

 

４ 一般入学 

すべての高等学校で共通選抜を実施するほか、高等学校の裁量で文化、芸術及び体育等の

分野において優れた資質・実績を有する者を対象とする特色選抜を実施することができる。 

(1) 志願校、課程及び学科の選択については、次のとおりとする。 

ア 入学志願は、１校１課程１学科に限る。ただし、共通選抜において、次の場合には、

第１志望に加え第２志望まで志願することができる。 

 (ｱ) 同一校の同一課程における農業、工業、商業及び水産に関する学科については、そ

れぞれの学科内において第１及び第２の志望順位をつけて同時に２学科まで志願する

ことができる。 

 (ｲ) 普通科のコースを志願する場合は、同一校の普通科を第２志望として志願すること

ができる。ただし、筑波高等学校を除く。 

 (ｳ) つくばサイエンス高等学校の普通科又は科学技術科を志願する場合は、同校の科学

技術科又は普通科を第２志望とすることができる。 

 (ｴ) 多部制の定時制課程における午前の部及び午後の部（ＩＴ科においてはＡ及びＢと

読み替える。以下同じ。）の志願者については、同一校の午前の部及び午後の部に第

１及び第２の志望順位をつけて志願することができる。 

イ 入学志願者は、入学願書の提出後、学力検査実施前の別に定める期間において、１回

に限り志願先（課程及び学科を含む。）を変更することができる。 

(2) 志願の手続については、次のとおりとする。 

ア 入学志願者は、入学願書を、自らが卒業した、修了した、若しくは在籍する中学校、



これに準ずる学校、義務教育学校又は中等教育学校の校長（以下「中学校長」という。）

を経由して志願先高等学校長に提出するものとする。 

なお、特色選抜に志願する者は、併せて志願理由書を提出する。ただし、別に定める

一部の学校・学科・コース（以下「別に定める学校等」という。）の志願者は、志願理

由書に代えて活動報告書を提出する。 

イ 中学校長は、志願先高等学校ごとに、入学志願者から提出された入学願書及び特色選

抜における志願理由書（別に定める学校等については、活動報告書）のほか、入学志願

者の調査書を提出期間内に志願先高等学校長に対して提出するものとする。 

ウ 入学願書等の提出については、郵送を認める。 

なお、詳細は別に定める。 

  エ 入学願書は、インターネットを利用していばらき電子申請・届出サービスにより作成

する。入学願書作成の際には、志願者情報の入力・登録を令和８年１月７日（水）から

令和８年１月28日（水）までに、インターネットを利用していばらき電子申請・届出サ

ービスにて行うものとする。 

    なお、詳細は別に定める。 

(3) 入学者の選抜は、調査書、学力検査の成績等を用いて行う。 

ア 共通選抜については、次のとおりとする。 

(ｱ) 調査書の様式は、別に定める。 

(ｲ) 学力検査は、国語、社会、数学、理科及び外国語（英語）（「筆記テスト（35分）」、

「聞き取りテスト（15分）」）とし、各教科とも50分間で行う。 

なお、その出題内容は、中学校学習指導要領（平成29年３月文部科学省告示）に基

づくものとし、配点は各教科100点満点とする。 

(ｳ) 普通科のスポーツ科学コース、音楽科、美術科及びメディア芸術科の志願者につい

ては、別に定めるところにより、実技検査を令和８年２月27日（金）に行う。 

(ｴ) 定時制課程の志願者については、志願先高等学校長が必要と認める場合は、別に定

めるところにより面接を行うことができる。 

なお、多部制の定時制課程において面接を実施する場合は、令和８年２月27日（金）

に行う。 

(ｵ) 学力検査を国語、数学及び外国語（英語）（「筆記テスト」、「聞き取りテスト」）

とする定時制課程においては、面接を実施し、さらに、志願先高等学校長が必要と認

める場合は、作文を実施することができる。 

イ 特色選抜については、次のとおりとする。 

(ｱ) 各高等学校は、文化、芸術及び体育等の分野において優れた資質・実績を有する者

を対象とする特色選抜を実施することができる。 

(ｲ) 特色選抜枠は、すべての学科において、募集定員の 50 パーセントを上限とする。 

(ｳ) 特色選抜を実施する学科においては、(3) アの(ｲ)に定める学力検査に加えて、特

色選抜の志願者に対して面接を実施するほか、作文、実技検査を実施することができ

る。 

なお、別に定める学校等の志願者に対しては、面接に代えてプレゼンテーションを

実施することができる。 



(4) 学力検査は、令和８年２月26日（木）に行い、特色選抜面接等は、令和８年２月27日（金）

に行う。 

(5) 追検査については、次のとおりとする。 

ア 上記(4)のうち、共通選抜に係る検査等について、インフルエンザなど学校保健安全法

で出席停止の扱いが定められている感染症、急な入院等、やむを得ない事由により、受

検することができなかった者を対象とし、追検査を実施する。 

イ 学力検査追検査は、令和８年３月６日（金）に行い、共通選抜実技検査追検査及び多

部制の定時制課程における面接の追検査は、令和８年３月９日（月）に行う。 

(6) 合否判定方法は、次のとおりとする。 

ア 特色選抜 

特色選抜枠の合格者の決定は、次のように行う。 

(ｱ) 特色選抜に出願した受検者について、調査書、学力検査の成績、面接（別に定める

学校等のプレゼンテーションを含む。）の結果及びその他選抜に必要な資料を総合し

て合格者を決定する。学力検査以外の選抜資料の配点等、選抜方法の詳細については

各高等学校が定める。 

なお、ＩＴ科及び科学技術科においては、学力検査の数学及び理科の成績について

傾斜配点を行うこととし、その配点は各高等学校が定める。 

(ｲ) 特色選抜において合格と判定されなかった受検者については、特色選抜に出願しな

かった他の受検者と併せて「イ 共通選抜」により合否判定を行う。 

イ 共通選抜 

一般入学志願者のうち、「ア 特色選抜」で合格と判定された者を除く受検者の合否

判定は、次のように行う。 

(ｱ) 共通選抜の対象となる受検者全員について、学力検査の得点合計の順位が募集定員

から特例入学者選抜枠及び特色選抜枠の合格者数を引いた数の80％以内にあり、かつ、

調査書の評定合計の順位が募集定員から特例入学者選抜枠及び特色選抜枠の合格者数

を引いた数以内にある者をＡ群とし、残りをＢ群とする。Ａ群に属する者は、原則と

して合格とする。ただし、調査書の記載事項又は学力検査の結果に特に問題のある者

は保留とし、Ｂ群に加える。 

(ｲ) Ｂ群に属する者のうちから合格者を選抜する方法は、学力検査の結果を重視した選

抜及び調査書の記録を重視した選抜により、合格者を決定する。この２つの選抜で合

格する人数の比率は、20:80、30:70、40:60、50:50、60:40、70:30、80:20の中から各高

等学校が決定する。 

(ｳ) 受検者数が募集定員内にあるときには、「募集定員」を「受検者数」と読み替えて

選抜する。 

(7) 合格者の発表は、令和８年３月11日（水）に行う。 

 

５ 第２次募集 

(1) 合格者が募集定員に満たない学科（コースを含む。）について、第２次募集を実施する。

ただし、第２次募集においては、特色選抜は実施しない。 

(2) 志願校及び学科の選択については、一般入学の(1)のアに準ずるものとする。 



(3) 第２次募集における志願の手続については、一般入学の(2)に準じて行う。 

(4) 第２次募集の選抜は、調査書、面接の結果及びその他選抜に必要な資料を用いて行う。 

ア 調査書は、一般入学に用いるものと同じ様式とする。 

イ すべての学科において面接を行う。 

ウ 普通科のスポーツ科学コース、音楽科、美術科及びメディア芸術科の志願者について

は、別に定めるところにより、実技検査を行う。 

エ 各高等学校の裁量で、作文を行うことができるほか、当該年度の一般入学学力検査の

結果を参考とすることができる。 

(5) 第２次検査は、令和８年３月16日（月）に行う。 

(6) 第２次募集における合否判定については、調査書、面接の結果及びその他選抜に必要な

資料を総合して合格者を決定する。 

なお、選抜資料の配点等、選抜方法の詳細については、各高等学校が定める。 

(7) 合格者の発表は、令和８年３月18日（水）に行う。 

(8) 定時制課程の追加入学については、別に定める。 

 

６ 特例入学者選抜 

次により実施するほか、詳細は別に定める。 

(1) 帰国生徒の特例入学者選抜 

全校の全日制課程及び定時制課程において、令和８年２月26日（木）に行う。ただし、

例外として、令和８年２月26日（木）及び令和８年２月27日（金）に行う場合もある。 

また、追検査は、「４ 一般入学」の(5)アに準じ、令和８年３月６日（金）に行う。 

(2) 外国人生徒の特例入学者選抜 

全校の全日制課程及び定時制課程において、令和８年２月26日（木）に行う。ただし、例

外として、令和８年２月26日（木）及び令和８年２月27日（金）に行う場合もある。 

また、追検査は、「４ 一般入学」の(5)アに準じ、令和８年３月６日（金）に行う。 

(3) 成人特例入学者選抜 

全校の定時制課程において、令和８年２月26日（木）に行う。 

また、追検査は、「４ 一般入学」の(5)アに準じ、令和８年３月６日（金）に行う。 

第２次募集を行う場合は、令和８年３月16日（月）に行う。 

  

７ 連携型中高一貫教育校の入学者選抜 

茨城県立小瀬高等学校の入学者選抜については、令和８年２月27日（金）に行う。 

また、追検査は、「４ 一般入学」の(5)アに準じ、令和８年３月９日（月）に行う。 

なお、詳細は別に定める。 

 

８ その他 

この要項に定めるもののほか、入学者選抜に関し必要な事項については、別に定める。 


